
安
定
か
つ
高
品
質
の
業
務
実
績
。

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
企
業
の
社
会
的
価

値
の
向
上
に
も
寄
与

K
A
D
O
で
は
、
平
成
28
年
か

ら
高
精
度
３
次
元
地
図
の
製
作
を

行
っ
て
い
ま
す
。
企
業
が
取
得
し

た
高
速
道
路
な
ど
の
実
測
デ
ー
タ

を
基
に
K
A
D
O
で
高
精
度
3

次
元
地
図
の
原
型
と
な
る
画
像
を

作
製
。
最
終
的
に
は
Cキ

ャ

ド
A
D
デ
ー

タ
に
落
と
し
込
み
ま
す
。

地
図
作
製
を
発
注
し
て
い
る
ア

イ
サ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱
の
佐
藤

直
人
さ
ん
は「
業
務
に
は
高
度
な
ス

キ
ル
が
必
要
で
す
が
、
K
A
D
O

で
は
採
用
・
人
材
育
成
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
一
貫
し
て
行
う
こ
と
で
、

高
い
水
準
の
デ
ー
タ
を
作
製
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
企
業
と
し
て

も
安
心
し
て
依
頼
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

ま
た
、
K
A
D
O
と
連
携
す
る

こ
と
で
、
企
業
の
社
会
的
な
責

任
（
C
S
R
）
を
果
た
す
こ
と
に

つ
な
が
り
、
企
業
価
値
の
向
上
が

期
待
で
き
る
と
佐
藤
さ
ん
は
語
り

ま
す
。「
企
業
と
し
て
新
た
な
事

業
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
に
も

つ
な
が
っ
た
た
め
、
今
後
も
良
き

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

全
国
に
例
の
な
い
自
動
運
転
の

「
地
産
地
消
」
モ
デ
ル
。
塩
尻
市

に
し
か
実
現
で
き
な
い
強
み

本
市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
自
動

運
転
の
実
証
実
験
を
ア
イ
サ
ン
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
複
数
の
企
業
と

連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
自
動

運
転
に
使
用
す
る
高
精
度
３
次
元

地
図
は
、
定
期
的
な
更
新
が
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
地
図
作
製
を
地

域
に
根
差
し
た
K
A
D
O
が
担
う

こ
と
で
、
地
域
の
人
た
ち
が
地
図

の
品
質
と
鮮
度
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
佐
藤
さ
ん
は
「
現

在
の
実
証
実
験
は
も
と
よ
り
、
将

来
的
な
自
動
運
転
技
術
の
社
会
実

装
時
に
も
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
の
地

産
地
消
が
可
能
と
な
る
た
め
、
首

アイサンテクノロジー㈱
取締役　モビリティ事業本部長

佐藤　直人さん

KADOが最先端の技術を支える
　全国的に注目を集めている自動運転技術。本市でも、昨年度から自動運転に関する実証実験
を実施しており、KADOでは、自動運転車両の制御に使用する高精度３次元地図を作製して
います。自動運転業界における KADOの活躍を、関係企業にインタビューしました。
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自動運転のEVバスに試乗してみませんか 問（一財）塩尻市振興公社　☎0263�0802

■自動運転バスのルート

　今回の実証実験では、時速20km未満で公道を走ることがで
きる電動車を使用した「グリーンスローモビリティ」に取り
組みます。グリーンスローモビリティの導入により、地域が
抱えるさまざまな交通課題の解決や低炭素型交通の確立が期
待されます。
　実験期間中、自動運転バスの走行ルート周辺を利用される
皆さまにはご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願
いします。

【お願い】公道を時速20kmで走行するため、周辺の渋滞が予想されます

運行車両の紹介
　電動で走る脱炭素エコカーです。最高速度は時速
19kmで、車内には手動車椅子用スロープなどがあり、
安全で地球にも人にも優しい未来の乗り物です。

県内初！　EV車両による公道での自動運転実証実験

　本市では、より暮らしが便利になる公共交通を目指し、昨年度か
ら自動運転車両やAI活用型オンデマンドバスなどの実証実験を行っ
ています。昨年度に続き、今年度も自動運転バスの実証実験を実施
します。今回の自動運転は、「自動運転レベル２※」の実証実験とな
ります。一般試乗を行いますので、この機会にぜひ最先端の技術を体
験してみませんか。
※自動運転レベル２…自動運転にはレベル０～５の６段階のレベル分けがあり、
「レベル２」は運転者が操作の責任を持った上で、特定の条件下においてハンド
ルやアクセル、ブレーキなどの操作をシステムが自動で行う状態を指します。

■期間　11月 24日㈬～ 28日㈰
※27日㈯・28日㈰は、若年層への社会受容性向上を目的に高校生以下限
定の試乗とさせていただきます。（小学生以下は保護者の同乗が必要）
■運行ルート　広丘駅西口～無印良品ツルヤ塩尻広丘店の区間
■時刻表
　○広丘駅⇒無印良品（往路）　　　○無印良品⇒広丘駅（復路）

■定員　１便７人（先着順）
■運賃　無料
■予約方法　右のコードからお申し込みください。
■乗車方法
　受付時間10分前に、北部交流センター「えんてらす」１階交流スペー
　スにお越しください。申し込み方法などの詳細は、市ホームペー
　ジをご覧ください。
※乗降時はドライバーの指示に従ってください。
※遅れた場合はバスにご乗車できない可能性があります。

２便 ４便 ６便
受付 10：20 13:10 14:50

無印良品 10：50 13:40 15:20
広丘駅西口 11:20 14:10 15:50

１便 ３便 ５便
受付 9:50 11:40 14:20

広丘駅西口 10:00 11:50 14:30
無印良品 10:30 12:20 15:00

都
圏
企
業
か
ら
地
域
へ
の
業
務
継

承
に
か
か
る
時
間
や
コ
ス
ト
が
削

減
で
き
ま
す
」
と
メ
リ
ッ
ト
を
語

り
ま
す
。

11
月
に
は
、
本
市
を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
新
た
な
実
証
実
験
が
行
わ
れ
、

新
型
の
E
V
車
両（
電
気
自
動
車
）

が
初
め
て
公
道
を
走
行
し
ま
す
。

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
佐
藤
さ
ん

は
「
今
後
も
継
続
し
て
実
証
実
験

を
重
ね
な
が
ら
、
将
来
的
な
移
動

手
段
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
観
光

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
市
民
参
加
型
コ

ン
テ
ン
ツ
に
も
活
用
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
」
と
語
り
ま
す
。

地
方
と
首
都
圏
企
業
を
つ
な
ぐ　

役
割
に
期
待

最
後
に
佐
藤
さ
ん
は
、K
A
D
O

へ
の
期
待
を
語
り
ま
し
た
。「
働
き

方
が
日
々
変
化
し
て
い
く
現
代

に
、
K
A
D
O
は
マ
ッ
チ
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
首
都
圏
の
企
業

が
地
方
に
進
出
し
よ
う
と
す
る
場

合
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
（
支

店
）
を
構
え
る
方
法
が
一
般
的
で

す
が
、
K
A
D
O
を
基
軸
に
据
え

る
こ
と
で
弊
社
の
よ
う
な
モ
デ
ル

も
今
後
生
ま
れ
て
く
る
と
思
い
ま

す
し
、
そ
う
い
っ
た
地
方
と
首
都

圏
企
業
を
つ
な
ぐ
役
割
に
は
大
き

な
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
」

原新田

堅石中町

ふれあいセンター広丘前

※試乗は、往路または復路
のどちらか一方となりま
す。到着後は次のとおり送
迎します。
　〇往路
　　無印良品に到着後、
　　えんてらすまで送迎
　〇復路
　　えんてらすから
　　無印良品まで送迎

広丘駅

無印良品
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「働きたい人が働ける場所をみんなでつくる」

KADOが生み出す塩尻の可能性

こ
れ
ま
で
K
A
D
O
で
は
、

テ
レ
ワ
ー
カ
ー
た
ち
が

I
T
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
て
、

子
育
て
や
介
護
、
自
身
の
体
調

な
ど
と
両
立
し
な
が
ら
無
理
な

く
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
し
て

き
ま
し
た
。
特
に
、
テ
レ
ワ
ー

カ
ー
が
子
育
て
と
両
立
し
て
働

け
る
環
境
は
、
K
A
D
O
の
ス

タ
ー
ト
時
か
ら
変
わ
ら
ず
提
供

で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
K
A
D
O
の
目
指
す
姿
は
ま

だ
道
半
ば
で
す
。
「
働
き
た

い
時
に
働
け
る
場
所
」
と
い

う
姿
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
テ
レ

ワ
ー
カ
ー
や
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

に
提
供
す
る
も
の
で
は
な
く
、

K
A
D
O
に
関
わ
る
人
全
員
で

創
出
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

K
A
D
O
の
経
営
理
念
は
「
ひ

と
り
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
応
じ
た
働
く
場
を
み
ん
な

で
つ
く
る
こ
と
で
地
域
社
会
に

貢
献
す
る
」
で
す
。
K
A
D
O

が
発
展
・
継
続
す
る
た
め
に
は
、

関
わ
る
一
人
ひ
と
り
が
、
自
身

の
役
割
を
持
ち
、
こ
の
場
所
を

続
け
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
多
様
な
人
が
働
け

る
場
所
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー

カ
ー
が
一
人
で
も
多
く
働
け
る

よ
う
、
幅
広
い
業
務
を
受
注
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
も
多
様
な

ニ
ー
ズ
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

例
え
ば
、
日
中
は
難
し
い
け
れ

ど
夕
方
に
働
き
た
い
人
、
土
日

に
働
き
た
い
人
な
ど
、
多
様
な

人
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

「
働
き
た
い
人
た
ち
全
員
が
、

安
心
し
て
働
け
る
」
。
K
A
D
O

を
通
し
て
そ
ん
な
未
来
を
実
現

し
た
い
で
す
ね
。

KADOに関わるすべての人で働く場所を創出する

KADOテレワーク推進事業
チーフマネージャー
柳澤　佳子さん

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
働
き

た
い
け
れ
ど
働
く
場
所

が
な
い
人
の
受
け
皿
と
し
て
、

K
A
D
O
は
重
要
な
存
在
で
す
。

今
後
市
役
所
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
べ
く
、
専
門
的
な
業
務

に
注
力
で
き
る
体
制
を
整
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
時
に
K
A
D
O
へ
バ
ッ
ク
オ

フ
ィ
ス
業
務
の
委
託
を
選
択
で

き
る
の
は
大
き
な
強
み
で
す
。

　
K
A
D
O
の
存
在
は
、
本
市
の

※
D
X
推
進
に
も
大
き
な
可
能

性
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
で
は
、
サ
ポ
ー

タ
ー
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を
活
用
し
た

新
し
い
切
り
口
の
教
育
を
展
開

し
て
お
り
、
自
動
運
転
実
証
実

験
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
「
の

る
ー
と
」
は
、
K
A
D
O
へ
の

業
務
発
注
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
都
市
部
企
業
と
の
官
民

連
携
事
業
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
K
A
D
O
の
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
企
業
が
単
な
る
業
務
発
注
に

留
ま
ら
ず
、
D
X
推
進
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
先
進
的
な
事
業

を
展
開
し
て
い
く
と
い
う
良
い

波
及
効
果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
格
差
解

消
の
原
動
力
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
K
A
D
O
の
仕
組
み
は
、
他

自
治
体
へ
広
が
り
始
め
て
お
り
、

ス
タ
ッ
フ
・
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
の

皆
さ
ん
に
は
そ
の
最
先
端
を

担
っ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
近
い
将
来
、
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
が
行
政

で
も
求
め
ら
れ
る
時
代
が
来
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
デ
ジ

タ
ル
ス
キ
ル
を
持
っ
た
テ
レ

ワ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ん
は
貴
重
な

人
材
で
す
の
で
、
よ
り
一
層
の

活
躍
を
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

KADOが起点となり、市に大きな波及効果が生まれる

副市長
米窪　健一朗

※デジタルトランスフォーメーションの略。デジタル技術による社会変革のこと
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問 塩尻テレワークセンターKADO
☎0263�6650

　KADOで自分のライフスタイルに合わせた働き方をしてみませんか。
■登録方法

で働いてみませんか

編集後記

市内に住む「働きたいけれど
時間に制約のある人」のために
始まったKADOは今、県内外
問わず登録者がおり、「好きな
時に、好きな場所で働ける」環
境を実現しています。
KADOのネットワークが新
たなつながりを作り、さまざま
な場面で暮らしの質を上げ、地
域を発展させていく。今後、こ
の数年間で蒔いた種が花を開き、
塩尻の地域発展だけでなく、他
地域の発展にもつながっていく
ことでしょう。

Q．KADOでどんな働き方ができるの？
A. 皆さんの生活や事情に合わせて、自身で時
間を組んで仕事をしていただいています。ワー
クスペースでの業務と在宅業務をバランスよ
く組み合わせて、平日午前９時～午後５時半
の間、働きたい曜日、働きたい時間帯に仕事
が可能です。

Q．どんな業務をしているの？
A.パソコンを使ったICT業務が大半を占めます。

KADOホームページにあるお問い合わせフォームまたは
電話でお申し込みください。
URL https://kado.shiojiri.com/

１

担当者から折り返しメールまたは電話で面談日程を調整
します。２

面談日当日は、次のことを行います。
　○KADOの説明（20分程度）
　○面談（20分程度）
　○パソコン操作の確認（10～15分程度）
　　（Windows基礎、Excel基礎、ブラウザの基礎知識）
　○システムへの登録手続き（10分程度）
■当日の持ち物
　○写真を貼った履歴書（市販可）
　○本人確認書類（運転免許証、健康保険証など）

３

※面談方法は、対面またはオンライン（Zoom）のどちらでも可能です。

ICT業務
95.3%

ICT業務以外
4.7% 主なICT業務

○データアノテーション
○次世代交通推進業務
○バックオフィス
○行政外部委託業務
○自治体事業支援
○その他
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